
介護予防など
健康維持が
難しくなる*3

足腰が
弱くなったり
病気になり
やすくなる

徒歩での移動が
しにくくなる

住民が
買い物や医療・
介護等にアクセス
しづらくなる

生活に必要な
店舗や施設が
遠くなる*5

公共交通を
使うことに
恐れや不安を
感じる

公共交通機関の
使い方が

分からなくなる*18

公共交通機関を
使わなくなる*14 運転し続ける

運転しないと
生活できない
と思う*15

免許返納が
必要な状態

(年齢や身体的状況)に
なる*11

免許返納
したくない
気持ちが
強くなる

車の移動に
ますます
依存する

公共交通が
ますます
不便になる*17

日常的に
おでかけ
しにくい*20*21

自分で運転が
できない*22

免許返納する*19

自由な時間が
持ちにくくなり
より忙しくなる

周囲に頼る
余裕がなくなり
自分でなんとか
しなきゃと思う

家族の送迎を
多く引き受ける

家族の送迎の
負担が増える*16

自家用車による
送迎が

必要になる*12

近所で頼れる人が
少なくなる

近所で送迎を
頼り合う習慣が
なくなる

近所の交流が
少なくなる*13

スクールバスや
公共交通が

動く時間や範囲が
限定的

こどもが学校まで
自転車移動
するには遠い
もしくは危険

学校と自宅の
距離が
遠くなる*6*7

新しい人手を
増やせなくなる

事業者が
サービスを
届けづらくなる

事業者の
収益が減る*2

公共交通事業者の
収益が減る(赤字)*10

公共交通の
予算や担い手が
不足し改善
されにくくなる

ライドシェアを
実施するための
不安が拭えない

ライドシェアが
普及しない

地域住民の
働き手が
増えにくい

ライドシェアに
対応した

保健制度がない*4

学校が
統廃合される

地域住民が
流出しやすくなり
過疎化が進む*8

地域の生活の
利便性・魅力が
減る*23

公共交通の
路線を再編して

負担を振り分けたくても
自治体同士の
合意が難しい

事業者に
財政的な支援が
しにくい*9

市の税収が
少なくなり

公的サービスが
充足しにくい

事業者が
店舗や施設を
撤退せざるを
得なくなる

介護施設での
介護職の送迎の
負担が大きい

バスの運転手が
不足する

運転代行を
頼める業者が
減る

タクシー運転手が 
不足する

便数を
減らさざるを
得なくなる

運転代行は1回の
配車に2人分の
人件費がかかる

タクシーや
代行の価格を
下げづらくなる

運転代行業者の
従業員の低賃金

運転代行の
人手不足

訪問介護で
買い物を
頼みたいが
利用できない

地域によっては
配食ができない

スーパーの
移動販売などの
マンパワーが不足

気軽に飲みに
行けない

買い物に
行きにくい

通院しにくい

山間部には
スーパー等の施設
がなく移動販売に
頼るしかない

80才で
運転していると
ちょっと怖い

免許を返納すると
どこにも行けずに
引きこもってしまう

免許返納への 
補助が少ないと
感じる

送迎の
代わりがいない

送迎の時間と
自分の勤務時間が
合わなくなる

送迎の時間と
自分の勤務時間が
合わなくなる

夜遅くまで
部活をすると
公共交通機関で
帰宅できない

自宅が
スクールバスの
エリア外で使えない

スクールバスは
日中動いていない

中学生以上は
スクールバスが

ない

修学旅行など
学校行事でバスの
手配がしにくく
なった

子ども一人一人の
送迎時間が異なる

地域により
送迎時間が
異なる

送迎に時間を
とられて好きなドラマ
が見られない

祖父母が
免許返納をすると
送迎ができなくなる

習い事が多い生活が困難になる

介護施設での
介護職による
送迎が負担

病院や施設が
遠くて

通えなくなる

移動販売が
希望通りの
利用ができない

タクシーで
威圧的な態度を
とられた

タクシーに
乗るのが怖い

バスで
長距離移動だと
トイレが心配

介護予防のための
施設に行く
交通手段がない

買い物先が
遠くて買い物が
できない

介護サービスが
地域によっては
利用が難しい

免許返納への
補助はあるがうまく
伝えられていない

水道管など工事・
修繕費の高騰化

燃料の高騰

運行経費の増加 
（路線バス・
コミュニティ交通）

配達人材不足

自家用車で駅に
行っても駐車が
できない

駅の
無料駐車場が
少ない

コミュニティバス
と駅がつながって

いない

タクシー会社に
TELしても
出てくれない

バスの乗り換え等
に失敗する
経験を積む

タクシーが
捕まらない

バスの
待ちが長い

目的地まで
乗り換えが
多くなる

夜間のタクシーが
コロナ以降
少なくなった

駅が
バリアフリー
でない

バス停に
屋根がない

タクシーや
運転代行の料金を
高いと感じる

地域によっては
バスが走らなく
なってしまう

公共施設では
車を前提とした
立地となっている

交通手段ごとの
乗り換えに
時間がかかる

バスが
綺麗じゃない

自宅から駅や
バス停が遠い

自分が行きたい
ところへ行く
路線がなくなる

黒部駅利用者
多いがエレベー
ターないと高齢者
や障害者が鉄道
を利用しない

電車が
ワンマン運転で
電車の乗り降りの
支援がない

土日祝は
バスの運行なし

バスの手配が
難しい

（学校行事）

バスのルートが
わかりにくい

バスや電車が
1時間に1本なので
外出時間が
限られる

課題のまとまり

課題

課題

課題

課題ループ

黒部地域
移動課題マップ
黒部移動課題マップは、黒部市における地域の移動をめぐる課題を、構造的

に整理・可視化したものです。1年目は、住民や関係者との対話や現地調査を

通じて、移動に関する困りごとや背景、その因果関係を丁寧に掘り下げ、「対

話」「調査」「可視化」を中心に課題の全体像を明らかにしてきました。2年目と

なる現在はフェーズを「実行」に移し、可視化された課題を起点に、具体的な

アクションとして3つのマイクロプロジェクトが進んでいます。

本マップでは、1年目に可視化されていた移動課題に対して、現在進行中の各

マイクロプロジェクトが、どの課題の解決に寄与しているのかを対応関係とし

て示しています。課題の全体像と、実際の取り組みとのつながりを俯瞰するこ

とで、これまでで進めてきた黒部での活動の一端を共有するためのマップで

す。

最終更新日：2026年1月24日

*1. 2020年高齢化率32.0%、2045年に34.5%に増加見込み / *2. 路線バス・コミュニティ交通で約1.18億円の赤字（令和4年度） / *3. 65歳以上健康な
人割合はH30末82.6%からR4末81.3%に減少 / *4. ライドシェアは制度未整備で検討中 / *5. 生活施設「身近が良い」68.1%、郊外大型店「規制しない」
54.4% / *6. 年少人口減少により通学需要も減少予想 / *7. 登校児童生徒の割合98.77%（R4年度末） / *8. 年間社会増減数（転入－転出）は、平成30年
時点で「-50人（転出超過）」 / *9. 公共交通利用者一人あたりの財政負担額866円（R4） / *10. 15年で富山地鉄・バスとも乗降者（-65.6%）/乗車人員
（-88.3%）が減少 / *11. 「できる限り運転を続けたい」意向が54%に増加（R1比+5%）、返納者数もピーク時より約3割減少 / *12. 通学で自家用車送迎を
利用する割合45% / *13. 混住化で「地域コミュニティの希薄化、あるいは地域への帰属意識の低下」が課題 / *14. 公共交通利用者数：2019年18.9万人
→2021年12.3万人 / *15. 主な交通手段：自家用車78.1%、公共交通7.1%（H18） / *16. 通勤以外の移動の15%は自家用車送迎 / *17. 公共交通への満足
度は2.57で前回より0.02pt低下 / *18. 「わからなさ」が理由の非利用は全体で13%、平日降車客20% / *19. 黒部市の免許返納者は192名（R4） / *20. 
買い物等への移動は8割以上が自家用車 / *21. 80歳以上の43%が日常のお出かけに不便 / *22. 免許非所有者の70%が不便さを感じている / *23. 旧
黒部市・旧宇奈月町合算の小売業の商店数は5年で約17%減少

引用ソース: [*1,2,6,9,11,12,14,16,17,18,19,20,21,22] 黒部公共交通計画 / [*3,6,7] 第2期黒部市総合戦略 / [*4,5,8,10,13,15,23] 黒部市都市計画マスタープラン

因果関係

課題マップの見かた

関連
課題

 
第1回WS
追加課題

第1回WS
共感シール

マイクロ
プロジェクト 第1回WS

いいねシール

黒部市に根付く「公共交通は不便だ」という認識と、実際には多くの目的地が

徒歩圏内にあるという事実とのズレを是正することを目的とする。情報の見せ

方と実体験を通じて、公共交通に対する市民のメンタルマップを更新すること

を狙いとし、バス停周辺の利便施設の可視化や研究員自身による公共交通利

用の発信などを行う。これにより、関与した研究員や報告会参加者の70％以

上が公共交通への関心や意識の高まりを実感する状態を目標とする。

マイクロプロジェクトの内容

くろべ「乗らず嫌い」
脱出大作戦

中山間地域における介護送迎の限界という課題に対し、既存の公共交通と地

域の助け合い資源を組み合わせて解決策を検証することを目的とする。介護人

材不足やコスト増によって失われつつある高齢者の移動機会に対し、自宅から

駅までの住民送迎、鉄道による移動、駅から施設までの事業所送迎を連携さ

せた新たな移動モデルを実証する。これにより、宇奈月エリアから介護施設ま

での移動時間を半分以下にし、送迎コストを30％削減することを目標とする。

でかけレール × 
助け合い交通

地域に既に存在する助け合いサービス「ココロネット」を題材に、認知不足や

不安感といった利用拡大の壁を取り除くことを目的とする。移動を含む日常の

小さな困りごとを住民同士で安心して解決できる仕組みへと進化させるため、

運営者や利用者へのヒアリングを通じて課題を整理し、改善策や普及戦略を

市民と共に設計する。これにより、参加者の認知度70％以上、利用意向60％

以上を達成し、持続可能な地域互助モデルの構築を目標とする。

「おたがいさま」で繋がる！
ココロネット応援大作戦

送迎が
大変な
ループ

地域での
助け合いが
減っていく
ループ

地域でサービスが
届けづらくなる
ループ

移動のしにくさで制限が増えていく

地域の助け合いがなくなっていく移動が不便になっていく

地域のサービスへの
アクセスが難しくなる

ループ

公共交通を使う
機会もなく車を
使い続ける
ループ

公共交通が
不便で乗らなくなる

ループ

免許返納したくても
なかなかできない

ループ

少子化高齢化で子どもが減り高齢者の割合が増える*1

地域特有の文化や資源、特徴が十分に活用されていない

首
都
圏
へ
の
人
口
流
出
の
抑
制
が
き
か
な
い

地
方
自
治
体
の
財
政
が
国
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る

健康悪化で
自身が移動
しにくくなる
ループ

遠くの利用者
宅へ行くには
時間とガソリン
がかかる

タクシー会社の
給与や働き方が

古い

小さくて
すてきな
お店が歩ける
範囲に２つない

バスの
時刻が
不正確

除雪や
道路維持が
いつまで可能？

高齢化の
進む中

若者の負担が
ふえる

バス代が
地域内では
半額にして
ほしい

一律だと
一区間の
損するきもち
（一区間のりた

い時）

雨風が
とつぜんくる
天候

働くときに
自分で運転が
できないと
選択肢が
少なくなる

学校までの
送迎

海外は当たり前

車が多すぎる。
カーシェアを
増やしてほしい

送迎時間が
ないから
習い事を
させられない

あそぶ
場所を

多くしてほしい

黒部にカラオケ
ほしい

夜あそびたい

家から
出たくない

子育て支援に
力を入れて
ほしい

将来
交通手段が
どうなっている
のか不安

利用したい場所
があっても
歩いていけない

免許返納したら
どうなるのか
もっと発信する
必要あり

バスが
5000円以上
つかえなくて
つんだ

黒
部


